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　経営では「材料費・仕入高」や「減価償却費」が低く、
　これらの差が利益率の差につながっている。

③北海道では自給飼料基盤が確保されている一方、都
　府県に比べ総合乳価が低いため、飼料費や減価償却費
　などのコストをいかに抑えて生産できるかが重要であ
　る。

１．決算データの分析方法
日本政策金融公庫農林水産事業の融資先のうち、平成

21 年度から 23 年度の決算書や経営規模等のデータを入
手している法人を調査対象とし、酪農では北海道の 100
件と都府県の 116 件を調査対象としている。

この調査対象のうち、上記３ヵ年の決算の平均値が、
「利益（経常利益 + 役員報酬）が上位 20％」または「規模（成
牛１頭）当たり利益が上位 20％」のいずれかに当てはま
る酪農経営を高収益経営として抽出し、その他の酪農経
営と比較した。

２．現地調査の実施方法
高収益経営の中から、地域や経営規模等を勘案して、

酪農では、北海道と都府県で 10 件程度を選定し、以下
のロジックツリーに基づき、収益を生み出す要因ごとに
具体的な工夫や改善方法等について経営者からヒアリン
グを実施した。

３．北海道酪農の分析結果
北海道の調査対象 100 件のうち高収益経営は 31 件（平

均成牛飼養頭数 282 頭）、その他経営は 69 件（同 203 頭）
であった。

①規模（成牛１頭）当たり売上高は、高収益経営とそ
　の他経営で約１割の差がある。

②売上高に対する各コストの割合については、高収益
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４．都府県酪農の分析結果
都府県の調査対象 116 件のうち高収益経営は 36 件（平

均成牛飼養頭数 209 頭）、その他経営は 80 件（同 123 頭）
であった。

①規模（成牛１頭）当たり売上高は、北海道に比べ、
　高収益経営とその他経営の差が４％以内と少ない。

②売上高に対する各コストの割合については、高収益
　経営では「材料費・仕入高」をはじめ、全般的にコス
　トが低い。

③都府県では北海道に比べ総合乳価が高いため、搾乳
　量を増やすことが重要になると同時に、飼料費だけで
　なく、コスト全体をいかに引き下げるかが重要である。
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